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Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
、
お
客
さ
ま
に

「
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」

を
ご
提
供
す
る
た
め
、
航
空
貨
物
業
界
で

は
初
め
て
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
（T

o
yo
ta
 

P
ro
d
u
c
tio
n
 S
ys
te
m
:T
P
S

）
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
導
入
し
、
二
〇
〇
四
年
度
に
独
自

の
カ
イ
ゼ
ン
活
動
で
あ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｍ
３
（
Ｐ
Ｍ
３
、
Ｍ
３
は
注
参
照
）」
を

開
始
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
３
の
当
初
導
入
空

港
で
あ
る
成
田
、
羽
田
で
は
、
カ
イ
ゼ
ン

活
動
の
サ
イ
ク
ル
も
二
巡
目
に
突
入
、
そ

の
間
に
培
っ
た
経
験
も
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
カ
イ
ゼ
ン
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

関
空
、
名
古
屋
、
福
岡
な
ど
、
そ
の
他
の

国
内
基
幹
空
港
へ
の
展
開
に
も
成
功
し
、

カ
イ
ゼ
ン
活
動
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
根
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

国
内
基
幹
空
港
へ
の
展
開
に
続
き
、
海

外
空
港
で
の
Ｐ
Ｍ
３
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
輸
送
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上

は
、
発
地
と
着
地
の
相
互
の
取
り
組
み
に

よ
り
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

海
外
空
港
は
日
本
地
区
以
上
に
、
地
域
の

特
性
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
活
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
今
回
は
海
外
展
開
で
成
功
を
収

め
て
い
る
韓
国
、
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

（
注
）
Ｍ
３
は
ム
ダ
・
ム
ラ
・
ム
リ
（
３
Ｍ
）
と
貨
物
輸
送
の

単
位
で
あ
る
容
積
を
同
時
に
表
し
た
も
の
で
す
。

韓
国
・
仁
川
空
港
へ
の
展
開

　

二
〇
〇
六
年
九
月
、
海
外
展
開
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
、
韓
国
・
仁
川
空

港
で
「
Ｐ
Ｍ
３
」
を
キ
ッ
ク
オ
フ
し
ま
し

た
。
当
初
は
海
外
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
ッ

フ
に
、
日
本
の
発
想
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｓ
の
視

点
、
概
念
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
不
安

視
す
る
声
も
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
Ｔ
Ｐ
Ｓ
の
典
型
的
な
手
法
を
学

ぶ
こ
と
か
ら
開
始
。
そ
の
上
で
カ
イ
ゼ
ン

の
基
礎
で
あ
る
「
４
Ｓ
（
整
理
・
整
と
ん
・

清
潔
・
清
掃
）」
を
実
施
し
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
カ
イ
ゼ
ン
の
要
と
な
る
「
３
Ｍ

（
ム
ダ
・
ム
ラ
・
ム
リ
）
の
排
除
」
の
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
参
加
で
、
作
業
プ

ロ
セ
ス
の
ム
ダ
を
見
つ
け
出
す
「
百
出
し

（
ス
タ
ッ
フ
が
百
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
カ

イ
ゼ
ン
提
案
を
行
う
）」
を
実
施
。
カ
イ

ゼ
ン
目
標
の
設
定
と
目
標
達
成
の
た
め
の

具
体
的
な
カ
イ
ゼ
ン
案
を
策
定
す
る
と
共

に
、
二
〇
〇
七
年
十
月
と
い
う
期
限
を
設

け
て
実
行
に
移
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
作

業
動
線
の
簡
素
化
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効

率
化
（
ム
ダ
の
排
除
）
が
図
ら
れ
、
業
務

処
理
の
生
産
性
向
上
、
業
務
ス
キ
ル
の
平

準
化
に
よ
る
相
互
応
援
態
勢
構
築
に
よ
る

「
ム
ラ
」「
ム
リ
」
の
排
除
に
よ
り
、輸
送
サ
ー

ビ
ス
品
質
の
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港

へ
の
展
開

　

韓
国
・
仁
川
空
港
に
続
き
、
二
〇
〇
七

年
四
月
に
海
外
二
地
点
目
と
な
る
ロ
ン
ド

ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
で
Ｐ
Ｍ
３
を
キ
ッ

ク
オ
フ
。
七
〜
八
月
に
は
上
屋
作
業
を
担

当
し
て
い
る
委
託
先
ス
タ
ッ
フ
も
巻
き
込

ん
だ
「
４
Ｓ
」
に
着
手
し
、九
月
に
は
ス
タ
ッ

フ
全
員
参
加
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｓ
教
育
を
実
施

し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
一
月
か
ら
は
、

い
よ
い
よ
具
体
的
な
カ
イ
ゼ
ン
案
実
行
の

フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
る
た
め
、
現
在
は
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
「
百
出
し
」
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

た
ゆ
ま
ぬ
カ
イ
ゼ
ン
へ
の
創
意
工
夫

  

「
カ
イ
ゼ
ン
は
永
遠
に
し
て
無
限
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ

は
、
お
客
さ
ま
に
最
高
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

品
質
を
ご
提
供
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
の
概

念
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
昇
華
さ
せ
、
た
ゆ
ま
ぬ
カ

イ
ゼ
ン
へ
の
創
意
工
夫
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
産
性
と
輸
送
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上

は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
多
様

化
す
る
輸
送
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、
お
客
さ

ま
の
視
点
か
ら
の
カ
イ
ゼ
ン
を
さ
ら
に
推

進
し
、「
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
貨
物
輸
送

サ
ー
ビ
ス
」
の
ご
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

トヨタ生産方式による業務カイゼンを海外でも展開！
サービス品質の向上に向け、カイゼン活動をJALCARGOのDNAに

韓国・仁川空港「PM3フェーズ 2セレモニー」ロンドン・ヒースロー空港「4Ｓ説明会」



 

必要な器具は床面BOXに収納

けん引フックにベルトを固縛（車両後方）

　

航
空
機
を
利
用
し
た
自
動
車
輸
送
と
い
え

ば
、
世
界
各
国
を
巡
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・
ワ
ン
（
Ｆ
１
）
グ
ラ
ン
プ

リ
や
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）
に

出
場
す
る
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

圧
倒
的
な
迫
力
で
観
衆
を
魅
了
す
る
世
界
最

高
峰
の
自
動
車
レ
ー
ス
。
そ
の
舞
台
裏
を
支

え
て
い
る
の
は
航
空
輸
送
で
す
が
、
こ
の
ほ

か
に
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
海
外
で
の
試
作
車

の
実
地
試
験
や
展
示
車
の
出
展
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
用
の
撮
影
の
た
め
の
輸
送
な
ど
、

種
々
の
目
的
で
自
動
車
の
輸
送
に
航
空
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

航
空
機
に
よ
る
自
動
車
輸
送
で
は
、
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
主
に
貨
物
専
用

機
を
使
用
し
ま
す
。
通
常
の
航
空
貨
物
と
同

様
に
、
自
動
車
も
航
空
機
搭
載
用
パ
レ
ッ
ト

に
搭
載
し
ま
す
が
、
未
梱
包
の
自
動
車
は
パ

レ
ッ
ト
に
直
接
固
縛
し
、
お
客
さ
ま
に
よ
っ

て
木
枠
や
鉄
枠
で
梱
包
さ
れ
た
自
動
車
は
、

梱
包
の
上
か
ら
固
縛
し
て
輸
送
し
ま
す
。

　

輸
送
品
質
を
重
要
視
す
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｇ
Ｏ
は
、
ボ
デ
ィ
ー
や
ホ
イ
ー
ル
が
露
出
し

た
未
梱
包
の
自
動
車
輸
送
で
は
、
車
両
を
保

護
す
る
た
め
に
取
り
扱
い
の
際
は
グ
ロ
ー
ブ

を
着
用
、
固
縛
資
材
と
車
体
が
接
す
る
部
分

に
は
保
護
材
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
自
動
車

専
用
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ

Ｅ
Ｅ
Ｌ
」
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
車
両
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、

梱
包
さ
れ
た
状
態
で
の
輸
送
が
ベ
ス
ト
で
あ

Ｒ
Ｇ
Ｏ
に
、
今
後
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
注
）「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」

の
自
動
車
輸
送
専
用
コ
ン
テ
ナ
は
、
梱
包
資

材
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
お
客
さ
ま
と
コ

ン
テ
ナ
の
貸
し
出
し
契
約
を
締
結
。
お
客
さ

ま
自
ら
が
自
動
車
を
コ
ン
テ
ナ
に
搭
載
し
、

施
錠
で
き
ま
す
の
で
、
機
密
性
の
確
保
が
確

実
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車
を
直

接
空
港
に
ご
搬
入
い
た
だ
き
、
出
発
空
港
か

ら
到
着
空
港
ま
で
の
梱
包
資
材
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
加
え
て
試
作

車
や
発
表
前
の
展
示
車
の
輸
送
な
ど
、
機
密

性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
さ
ま
の

商
品
価
値
を
保
つ
輸
送
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ

は
二
〇
〇
六
年
十
二
月
、
新
た
に
自
動
車

輸
送
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
を
開
発
、
従
来
の

「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
」
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た

「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
を
商
品

化
し
ま
し
た
（
注
参
照
）。

　

こ
の
新
商
品
は
、
専
用
コ
ン
テ
ナ
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
車
両
の
安
全
性
と
機
密
性

を
確
保
す
る
と
共
に
、
簡
易
な
コ
ン
テ
ナ
組

み
立
て
方
式
に
よ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
梱
包

も
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
送
の
た
び
に

多
量
の
木
枠
や
鉄
枠
を
使
用
し
、
輸
送
後
は

着
地
で
、
そ
の
つ
ど
梱
包
材
を
廃
棄
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
従
来
梱
包
と
は
異
な

り
、
繰
り
返
し
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
で
き
る
た

め
、
梱
包
費
が
削
減
で
き
る
う
え
、
環
境
・

資
源
保
護
に
も
配
慮
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

  「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」の
サ
ー

ビ
ス
展
開
地
点
は
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
現

在
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、シ
カ
ゴ
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ロ
ン
ド
ン
の
四
地
点
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
他
地
点
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
、
順

次
展
開
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
だ
わ

り
の
輸
送
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
で
、
お
客
さ
ま

の
物
流
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ

自
動
車
輸
送
専
用
の

コ
ン
テ
ナ
を
開
発

車
両
の
安
全
性
と

機
密
性
を
確
保

 自動車輸送の新時代を切り開いた
「J WHEEL SHIELD」
  安全性と機密性を確保し、迅速な梱包も実現
航空機による自動車輸送の新時代を切り開いたＪＡＬＣＡＲＧＯの「Ｊ ＷＨＥＥＬ ＳＨＩＥＬＤ」。
デリケートな取り扱いが求められる自動車輸送に、最適のサービスをご提供いたします。展開地点もロサンゼルス、
シカゴ、ニューヨーク、ロンドンの欧米四地点に拡大。今後も順次、対象地域を拡大していく方針です。



 

コンテナ上部をスライド  スロープを引き出します 必要な器具は床面BOXに収納

コンテナの上部をスライドさせ、車両の固縛作業を行うことができます。

車両を載せます 専用ベルトで固縛 けん引フックにベルトを固縛（車両後方）

車両の固縛は付属の専用ベルトを使用し、４つの車輪と前後のけん引用フックを用いて固縛します。車両に傷を付けないよう、ベルトの金属部にはナイロンのカバー
をかけています。

J WHEEL SHIELDコンテナによる自動車の積み付け作業（作業時間：約20～30分、作業者2～3人）

折りたたんだ状態  コンテナの組み立て  本体と一体のステーで固定

コンテナの組み立ては、フォークリフトで上部を釣り上げた状態でネジ、ステーを固定します。

けん引フックにベルトを固縛（車両前方） コンテナ上部を定位置に固定 ドアを施錠し、完成

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

（注）車両の画像は加工してあります。



最速の緊急輸送　ジュピター・ジャパンの「ハンドキャリー・サービス」
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　小松空港より車で約 20 分の田園

地帯。加賀温泉駅の近くに、そのお

いしさを全国に発信しているお弁当

屋さん「高野商店」があります。

　同商店が現在、新商品として売り

出し中のお弁当は「治部煮風 能登

和牛弁当」。石川県が肉質のおいし

さで全国に誇る黒毛牛「能登和牛」

を、加賀の国に伝わる伝統料理「治

部煮」風に仕上げた逸品です。治部

煮には欠かせない加賀の食文化が伝

える「加賀麩」をあしらい、加賀の

棒茶でじっくりと炊き込んだ茶飯が

美味のお弁当です。

　極めつけは、備え付けのタコ糸

を引っ張るだけで熱々の食材を賞味

できること。2007 年秋より、お弁

当容器製造会社、航空貨物代理店、

JALCARGOが一体となって、この

「加熱機能付きお弁当」の航空輸送

をスタートさせました。全国どこ

にいても熱々のお弁当を楽しめる喜

フロントライン

  「どうしてもこの部

品を今日中に現地に

届けたい！」「この書

類がないと契約が結べない。エア・

エクスプレスじゃ間に合わない！」

など、グローバルなビジネスに想定

外の緊急事態はつきものです。

　そのようなお客さまにお応えする

のが、ジュピター・ジャパンの「ハ

ンドキャリー・サービス」。緊急書類、

精密機械部品、自動車部品、IC部品、

パソコン基盤、プリンター部品、商

品見本など、緊急事態発生時にジュ

ピター・ジャパンの専任スタッフが、

び。航空輸送はまだ始まったばかり

ですが、今後、順次販路を拡大して

いく方針です。

　高野商店では通信販売も行ってい

ます。皆さんも北陸の味覚をお試し

になってみてはいかがでしょうか。

● http://www.obentou-takano.com/

お客さまに代わり必要なお荷物を世

界各国へ手荷物として大切にお運び

いたします。

　ジュピター・ジャパンは、豊富

コンテナへの積み込み

「加熱機能付きお弁当」の航空輸送を開始

な経験と各国の通関事情など幅広い

専門知識を備えたスタッフを多数抱

え、お客さまのご期待にお応えでき

るよう努めています。

能登和牛弁当

（注）この容器は航空危険物に該当

する物質を含んでおり、安全性が

確認されたものに限り受託可能とな

ります。


